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サハーウィーの参照した歴史関連文献
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はじめに

　マムルーク朝時代は，数多くの年代記や地誌，伝記集が著された時代である。しかも，その

多くが現在にまで伝わっており，アラブ史を研究する者にとって，最も恵まれた史料状況にあ

る時代の一つということができる。

　Guo　1997が指摘しているように，従来我々は，これらの史料が書かれた立場や依拠した情

報源を確かめ，相互の関係を明らかにするといった史料批判を十分にしないまま，研究を行

なってきた。

　無論，マムルーーク朝時代のヒストリオグラフィーについて，先行研究が全くないわけではな

い’。例えば，マムルーク朝時代前期に関する年代記や伝記集の記述を比較，検討したLittle

1970は，その代表的なものであるll。その他にも，燗別の著者や著作を山詞に論じた研究は，

既にいくつか存在する2｝。しかしながら，それらの多くは，マムルーク朝時代の前期（1250－

1382年）に関わるものである。後期（1382－1517年）には，マムルーク朝時代をEJI志する者に

とっての基本的文献とも言うべきマクリージーal－Maqrizi（d．1442），αZ－S％励κ一？膿履駕伽・

walα3一槻‘Z勲やイブン・タグリービルディーlbn　Taghri　Birdi（d．1470），　al－NWfthn　al－2dhira

をはじめとして，著名な史料が多数書かれているにもかかわらず，この時期を対象とするヒス

トリオグラフィー研究は，これまでのところ，ほとんどなされていない。

　前期と比べ，後期の文献の史料批判の作業は，参照しなければならない文献の数が膨大な上

に，それぞれがまた浩逆なために，より一層の労力を必要とする躍難なものである。上述のよ

うな現在の硫究状況は，そうした事情に起因すると考えられる。だが，その作業が研究の前提

として不可欠であることは言うまでもない。マムルーク朝時代の，特にその後期の史料に関

する文献学的研究を進めていくことが，我々にとって重要な課題として残されているのであ

る。

　以上のような認識のもとに，本稿では，サハーウィー一Shams　al－Din　Muhammad　al－Sakhawl

によって著されたal－Clan醒猛α蜘鵜㍍臨澱翼dhamiua　ahlα屍α冠軌を取り上げる3｝。本書は，

その題名を『歴史家を非難する者に対する批判の表明壽，あるいは墜史家を非難する者への反

論』とでも訳することができる。それが示すように，歴史学がいかに役立つ学問であるかを，

さまざまな文献を参照，引用して論じたものである。既にF。Rosenthal氏による優れた英訳
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もあり‘），以前からよく知られた史料である。本稿の目的は，サハーウィーが本書を執筆する

に際して参照した歴史関連の文献を整理し，分析することによって，マムルーク朝時代の刑期

を代表するウラマーの一人であった彼が，どんな文献を手近に利用できたかを明らかにする

ことである。そして，それを手がかりにして，サハーウィーが生きた当時において，いかなる

書物が読まれ，どのような評価がされていたかについて若干の考察を試みることにする。

　筆者としては，この作業が，未だ遅れているマムルーク朝時代後期のヒストリオグラフィー

に関する研究の準備段階になればと考えている。

1　サハーウィーの出自と経歴

　妙1‘励観一‘α励伽の著者であるサハーウィーの出自と経歴については，拠るべき先行研究

に乏しいので，最初にそれらについて触れておく。

　その際，主として利用したのは，彼の最も有名な著作α’・ραガαZ－ldmi‘である5）。これは，イ

ブン・ハジャルlbn耳ajar　al一‘Asqalani（d．　1449）による8／14世紀の人物についての伝記集

al－Durar　al－ledminaの続編を意識して書かれた，9／15世紀に生きた人物の伝記集で，収録され

ている人数が約12000人と非常に多いことと，その記述が詳細であることのために，最近特に

よく利用されるようになった史料である。この中に，彼自身やその親族の伝記も収められて

いる。

　サハーウィーによれば，彼の家系は元来バグダードの出，身であったという［DL：VH，176］。

そして，おそらくは曾祖父の代に下エジプトのサハー（Sakh2）に移住し，そこで祖父の

M的ammadが生まれた。その後M噂ammadは，カイロに移り住み，近くに住む，当時の著名

な学者Sir2j　al－Din‘Umar　alBulqini（d．1403）6｝と，その息子で後にシャーフィイー派大羽ー

ディーになるJalal　al－Dln‘Abd　al・Rahman　al・Bulqini（d．1421）7）などから，ハディースなどを

学んだ。ただし，彼は糸を商って生憎を立てる（al－takassub　li一‘iyal－hu　bi－ghazl）商人であって，

学問にだけ従事していたわけではなかった。

　サハーウィーの父‘Abd　al－R的m勘もまた，糸を商うかたわら，Jalal　al－Dln‘Abd　al－Rallmafi

al－Bulqiniや，後にサハーーウィー自身の生涯の師となるイブン・ハジャルなどに就いて学問に

いそしんだ。

　その他，このi家系の中では，サハーウィーの弟の‘Abd　al－Qadir，そしてその息子のMuham－

madが，いわば家業を継いで糸屋を営みつつ，学問に取り組んでいる。したがって，サハー

ウィーの家系は，純粋なウラマーの家系であったというよりは，学問をすることに熱心な商家

だったというべきであろう8＞。

　このようなi家系にサハーウィーは生まれた。ヒジュラ暦831年目abi‘1月，西暦では1427年

12月か翌1428年1月のことである。さきに触れたように，彼の父は学問に積極的に取り組ん

だ人であったから，子供の教育にも熱心だったらしく，かなり幼い時からサハーウィーを連れ
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Muljammad　［DL　：　VII，　175－77］

　　　（d．　1415／16）

Aba　Bakr　［DL：XI，73］

（1391－！419）

FdSima　［DL：XII，102］

　　（d．　1453）

‘Abd　al－Raljman　［DL：IV，124’25］

　　　（ca．　1397／98－1470）

rin一一inTm－nt一一一im1
Muhammad　［DL　：　VIII，2－32］　’Abd　al－QAdir　［DL　：　IV，270－711

（1427／28－1497）

　Aljmad
　（1451－6e）

［王）L：1王，王20－21］

（1434－1489）

Abit　Bakr　［DL：XI，44－46］

　　　（1442－1487）

rr－HMuljammad　Zayn　al一‘Abidin　Qterrat　al－tAptn　Muipammad

　（b．　1460）　（b．　1474）　（b．　1480）　（b，　1482）

［DL：VIII，　67］　［DL］III，　239－40］　［DL：XII，　l16］　［DL　i　V｛II，　171］

　サハーウィ一家系図

　注

　・下線を付されているのがITの著者

　・イタリックは女性

て，幾人もの学者の下で教育を受けさせたようである。そして，1434／35年，7才くらいの時に

は，早くも父親と一緒にイブン・ハジャルのところに行って，ハデd一スの講義を受けている

［DL：VIII，5］。サハーウィーがイブン・ハジャルを非常に敬愛していたことはよく知られ

ているが，以後，イブン・ハジャルが生きている聞は，ほとんど彼の下を離れずにハディース

学に没頭し，カイロから遠いところに出かけることはなかったようである。イブン・ハジャ

ルのほかでは，　Sharaf　al．Din　Yallyti　al－Munawl（d．1467），Amin　al－Din　Yaby2　al－AqSar盃’i（d．

1475），Sa‘d　al－Din　Sa‘d　al－Dayri（d。1463）など，有名な学者に就いて学び，エジプト周辺に住

む400入以上から教えを受けたという［DL：VIII，7］。そして，20才になる前頃に，自分が教

わった先生の伝記侮ashyakha）を書くことから，その著作活動を始めたと述べている［DL：

V難1，15］。

　1449年，イブン・ハジャルが死ぬと，その後，いっとは明確に記されていないが，メッカに巡

礼に出かけ，そこでおよそ30人の学者に就いて学んだという［DL：WI，7－8］。以後，彼はア

レキサンドリアなど下エジプトや，アレッポ，ダマスクスなどのシリア地方に遊学し，下エジ

プトで約50人，シリアではiOO人ほどの人の下で学び［DL：Vm，8－9］，こうして80カ所以上

を國って，1200人以上もの学者から教えを受けたということである［DL：VIH，！e］。

　この，おそらくはハデi一ス収集のための遊学の期問やそれ以後の彼の活動については，あ

まり詳しいことはわからないが，1466年目り後，死ぬまでに少なくとも5回メッカに巡礼し，

またメディナにも何度か立ち寄っている［DL：VIII，14］。なお，以下で取り上げるα1一∬‘励z醇

1．tawbileltの清書（tabylda）が終わったのは，この間の1492年1月ないしは2月，メッカにおい

てである［IT：169］。
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　サハーウィーが没した日付と場所については，諸史料で必ずしも一致しているわけではな

いが，それらの記述を総合すると，ヒジュラ暦902年Sha‘b蝕月，西暦2497年の4月もしくは5

月にメディナで憎んだと考えられる［NI：152－53；BZ：HI，361；KS：1，53－54；KZ：VI，174；

SD　：　VIII，　15－17］　．

　生前，サハーウィーは，父親や弟とは違って，糸の商いに従事することはなかったようで，そ

の点については何も触れていない。そのかわり，al－Kh2nqAh　al－Sa‘ld　al－Su‘ad含’や，　ai－

Kamiliyya，　al一＄arghatmishiyya，　al－Zahiriyya，　al－Barqitqiyya，　al－Fadiliyya，　al－Mankittimriyyaの

各マドラサでハディースを講義する職に就いたと記している［DL：VIII，13－24，31－32］。ただ

し，これらの職の在任期問については記述がなく，不明である。

　彼には，αIJ‘励観自励伽やα1・Dαw’・al－ldmi‘以外にも数多くの著作がある。それらのうち

比較的よく知られているものは，イブン・ハジャルによるカイロのカーディー列伝Rげα喚γ

の補遺，続編であるal－1）hayl　‘ald　Raf‘　al－isr，イブン・ハジャルの伝：’e　al－Jawdhir　wα一1－durar　ff

吻佛α的ん鯉肋α」一駕δ？好厩厚卿γ，マクリージーのat・Sulaleの続編として書かれた年代記で，

現在知られている限りでは，845年から857年（1441－53年）までを含むα1，丁伽αZ靴αsδ勲万

肋畷泌∫％励9）である。このように，総じて彼の著作は，他の著作の補遺や続編であることが

多く，オリジナリティーに乏しいと言わざるを得ないが，磁DαガαZ一励規‘のように，収集され

た情報量の多さ，詳細さに，その価値を認めることができようt。｝。

H　al一∫／dn　bi－1．tawbikh　li－mαn　4んα挽粥αα配α屍α冠肋の概要

　はじめに述べておかなければならないのは，実は本書の題名が，次のように文献によって多

少異なって記載されていることである。

　al－／‘ldn　bi－1－tawbileh　li－man　dhamma　ahl　al－ta’rileh　［GAL　：　ll，　35，　S．II，　32］

　al－f‘ldn　bi－1－tatvbifeh　li－7itan　dhamma　ahl　at－taturileh　［IT　：　6　］

　　　　　『歴i史家を非難する者に対する批判の表明s

　al－／‘tdn　bi－1－tatvbileh　li－7itcvn　dhamma　al－taun’fleh　［9L　：　VIII，　17］

　　　　　『歴史を非難する者に対する批判の表明毒

　at－f‘ldn　bi－t－tawbileh　‘ald　man　dhamiita　Vl？n　al－ta’rileit　［SD　：　VIII，　16］

　　　　　「歴史学を非難する者に対する批判の表明』

　αt．1‘ldm　bi－1－tawbifeh　li．，ηαπ肋α脚乞α僻存励αZ一’α糟ん［KZ　：　1，　156，　VI，175］

　　　　　『歴史家を非難する者に対する批判の明示sio

　このように相違は見られるが，その意味するところに大差はない。したがってここでは，普

通一般に知られている通り，本書の題名をal・∬‘tdn　bi－1－tαwbileh　li－7uan　dhα7n？na　ahlα屍α冠肋と

しておく。

　さて，その講成は次に示す通りである。これは，序に当たる部分で述べられており［IT：6］，
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実際にもほぼこの通りの順序で書かれている。特に章立てがされているわけではないが，以

下便宜的に各部分を1～13章と呼ぶことにする。［］内の数字は本書のページ数を指ず2）。

　　0．序［5－6］

　　1．歴史（ta’rikh）という語の言語学的定義［6－7］

　　2．専門用語（istil装h）としての歴史の定義［7］

　　3．歴史の主題［7］

　　4．歴史の利点［7　一46］

　　5．歴史の目的［46－47］

　　6．歴史の法的分類［47－5e］

　　7．歴史の有用性に関する根拠［50］

　　8．歴史を葬難ずる者への批判［50－63］

　　9．歴史家の要件［63－78］

　　10．ヒジュラ暦の起源［78－84］

　　韮．歴i史書のリスト［84－163］

　　12．歴史家のリスト［153－160］

　　13．聖人評緬（al－jarh　wa－1－ta‘dll）を行なった者のリスト［163－169］

　まず，1章で「歴史」ta’rikhという語の雷葉の意味や，その語源がアラビア語かどうかと

いったことが，数人の説を引いて論じられる。そして2章で，歴史とはこの世に起こった娼来

事を研究する学問の分野であること，3章で，その主題は人間とそれを取り巻く状況であると

いうことが簡潔に述べられる。

　4章では，歴史の利点，有用性とは何かが論じられている。ここは全体の約四分の一に当た

り，最後に付けられているリストを除けば，最も大きな部分を占める。したがって，サハー

ウィーの主張の根幹がここに書かれていると考えられるが，内容的には同じ様な虫張を，さま

ざまな文献を引用して，繰り返しているだけである。要するに，歴史の利点とは，それを学ぶ

ことによって，過去の人物や事件について正確に知ることができるということ，および過去の

事例を教訓とし，良いことを見ならい，似たような失敗を避けることができることにあるとし

ている。正しい歴史の知識が必要なのは，そのことがハディースの真偽の判定に関わってく

るからであるが，このあたりの議論は，ハディース学者であったサハーウィーならではといっ

たところであろう。

　これに続けてサハーウィ・一・一は，歴史の9的が神の恩寵を求めることであると簡単に述べた

後（5章），6章で，法的に見て歴史がどの範疇に属するのかについて論じる。そこでは，過去

のことを正しく伝えているものや教訓となる話を載せている歴史書は，ムスリムにとって必

要なもの（wijib）であるが，間違ったことや不必要な事柄を書いている歴史書は，禁止される

もの（haram）であるといった具合に，歴史は，その伝えられる内容によって，さまざまな法的

範疇に属すると述べる。
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　7章の歴史の有用性に関する根拠については，既に4章で挙げたとされるだけである。

　8章では，例えば，歴史書は単に娯楽のための読み物にしか過ぎないのだとか，戦争やある

国の征服がいつ起こったというようなことを知って何の役に立つのか，など歴史に対する5

つの批判に一つ一一つ反駁している。ここで最も多くのページが割かれているのは，歴史家が，

ある人物の伝記を書く場合，その人について否定的なことを書いても良いのか，それは中傷で

はないかという非難に対する反論である。これは当時，少なからず議論を呼んだ問題のよう

である。この件に関して，イブン・ハジャルやアイニーal一‘Ayni（d．1451）など5入のムフ

ティーによりファトワーが出されており，サハーウィーはそれらを部分的に引用しているt3｝。

5人のムフティーはいずれも，正しい歴史の知識を伝えるためには，個人をけなすようなこと

があっても仕方ないという見解をとっており，サハーウィー自身も隅意見である。マムルー

ク朝時代には非常に多くの伝記集が書かれたが，伝記の記述をめぐってこのような議論が

あったことは，興味深い事実である。本書執筆の動機も，こうした事情を背景としているであ

ろう。

　続く9章で，歴史家には公正さと正確さが求められることが述べられた後，10章で，ヒジュ

ラ暦を導入したのが誰で，いつであったかに関する諸説が紹介される。

　そして最後の3章で，歴史書，歴史家，個人評価を行なった者がリストアップされており，全

体のほぼ半分が当てられている。

　11章の歴史書のリストのところでは，まずザハビーal－Dhahabi（d．1348）による分類に則っ

て，各項目ごとに歴史書またはその著者が列挙され，次にサハーウィー自身による分類に従っ

て，やはりそれぞれの項臼ごとに書名，著者名が挙げられている。この2種類のリストには重

複して挙げられている文献があり，また後の方のサハーウィーの分類に基づくリストには空

欄があるので，この箇所は，書き加えを含め改訂することが意図されていたのであろうと推測

できる1’o。

　次の歴史家のリスト（12章）は，歴史書のリストの途中に挿入されており，アルファベット順

に歴史家の名前が列挙されている。このリストはal－Mas‘Gdi（d．956－57），Mu吻α1－dhahabを

基に，サハーウィーがそれを補ってできあがったものであるとRosenthal氏が指摘している

［RoseRthal　1968：501，　n．4；　of　MZ：1，　10－20］．

　13章は個人評価を行なった者（a’imma　al－jarh　wa－1－ta‘dll／al－mutakalli瞬n　fi　al－rijal）のリス

トである。al－jarh　wa・1・ta‘dilとは「批判と訂正」という意味であるが，ハディース伝承者の性

格や経歴を調べ，その人の伝えるハディースが信頼できるものかどうかを確定することであ

る。すなわち，　al－jarh　wa－1－ta‘dllを行なった者というのは，これに関する著作のあるハディーー

ス学者のことを指す。このようなリストが付けられたのは，サハーウィーがハディース学者

であったということのほかに，8章で，伝記の記述が個人への申傷になっている場合があると

いう非難に対して反論がなされていたことと関係があろう。

　以上がal－1‘ldn　bi－t－tawbifehの構成とその大まかな内容である。
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　本書は，秩序だった構成をとっておらず，また，歴史の主題や目的，歴史家の要件が述べられ

るなど，歴史を書く者の心得に関する著作と見なせる面もあるが，その主旨は，題名通り，歴史

家を非難する者に対して歴史学の有用性を論じるところにある。もっとも，そこで展開され

ている議論には，イブン・ハルドゥーンの『歴更序説』と比べて，注目されるようなところはあ

まりない。

　本書の史料的価値は，こうした議論の内容にではなく，多くの文献を論拠として書かれてい

る点にある。サハーウィー自身によって書かれた部分は少なく，ほとんどが勉の文献からの

引用で占められている。

　それでは，サハーウィーはどんな文献を参照してal－1‘ld”　bi－t－tawbilehを書いたのか。次に

この点について分析する。

m　α1－1‘ldn　bi－1－tawbileh　li－man　dhamma　ahlα1－ta’rileh中の参照文献

　al－／‘ldn　bi－1－tαwbilehの中で奮及されている文献は，11，12，13章のリストを含め，著者名，書名

だけしか挙げられていないものも入れると，概算で1000以上を数える。

　これらのうち，以下の基準に則って，サハーウィーが直接利用できたと考えられる文献を選

び出すことにする。記号は，添付した表の種別の記号を示している。

　　B：書誌的な情報について記されている文献

　　K：サハーウイ一書身の蔵書

　　Q：文中で引用されている文献

　　R：内容について比較的詳細に奮及されている文献

　　S：サハーウィーが学んだとする文献

　B：「書誌的な情報について記されている文献」とは，どこのマドラサに所蔵されていると

か，某の蔵書であるとか，あるいはサハーウィーがそれを聖戦見たといった記載がされている

ものである。ただし，例えば全何巻で出版されているというような，しばしば見られる書物の

形態について言及されている文献は含めていない。Q：「文中で引用されている文献」につい

ては，挙げられている典拠が孫引きであったり，あるいは逆に典拠が示されていない場合が

あって，その確定が難しいが，本書を英訳したRosenthal氏によって可能な限りその作業がな

されているので，それに全面的に依拠している。なお，いくつかの例について，典拠とその引

用文とを比較してみたが，ほぼ正確に引き写されていると言える。

　さて，これらの基準を満たす文献は，表に挙げた164点である。もちろん，引用されたり，特

にコメントされていない文献でも，サハーウィーが実際に参照していたものは，さらに多かっ

たと思われる。しかし，彼がどのような文献を参照していたか，その傾向を探るためには，サ

ンプル数として十分であろう。

　まず，これらの文献がいつ頃書かれたものであるかについて，著者の没年をE安にして見て
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みよう。

　最も古いのは，Wahb　b．　Munabbih（d．728－33？），Kitdb　al－Mubtadα’であるが，このような古

い文献が参照されることは少なく，ほとんどが12世紀以降の文献であり，120点，全体の73％を

占める。さらに，その中でもサハーウィーと同時代に近づくほど参照されている文献の罰合

が多くなり，al－Mutarrlzl（d．　i213），α1－Mughrib以後，13世紀以降に書かれたと思われる文献

が101点で，全体の約62％，Baybars　al－Mans額rl（d．1324／25），Zubdat　al－fifera以後，14世紀以降

の文献が72点，約44％に稲評する。このような傾向は，サハーウィーが引用したと考えられる

文献（表の種別記号Q／Q？），サハーウィーが学んだり，利用したとする文献（S／S？），書誌情報

について記されている文献とサハーウィーの蔵書（B／H），いずれについて見ても，当てはまる。

引用文献，全83点のうち，鴛世紀以降のものが63点（79％），13世紀以降49点（59％），14世紀以降

34点（41％）である。サハーウィーが学んだ，ないしは利用したとする文献は，40点中31点

（78％）が12世紀以降，28点（70％）が13世紀以降，23点（58％）が14琶紀以降の文献であり，書誌

情報のある文献とサハーウィーの蔵書では，45点中34点（76％），30点（67％），21点（47％）であ

る。すなわち，いずれの場合にも，全体のほぼ四分の三が12世紀以降の文献で占められ，約6

翻が13世紀以降，さらにそのうちの7捌から8舗，全体の4割から5割は14世紀以降の文献で

あったことになる。したがって，サハーウィー一は自分に近い時代に著された文献を主に参照

して，泌∬7外観如励伽を書いたと署うことができる。書誌情報のある文献およびサハー

ウィーの蔵書の分析結果を見るまでもなく，当然のことながら，新しい文献の方が利用しやす

かったという写本の流通事情が関係しているであろう。

　次に地域について，初期イスラム時代のハディース学者のように広い地域にまたがって活

動していた者もあり，彼らがどこで執筆したかを確定することが困難な場合もあるが，著者の

主要な活動地域をもとに分析してみる。その際，al－Ghariql，αZM1↓7α？，zとAflhbδr　al－Taghtyat

Timarの2点は除外することにする。前者は著者の経歴が不詳のため，後者は著者不明のた

めである。

　最も多いのは，マムルーク朝の領内であったエジプト・シリアで著されたと思われる文献

で，全162点中82点，51％に網噂する。次いでイラク以東の文献が5i点（31％），エジプトより西

のマグリブ・アンダルスの文献が15点（9％），ヒジャーズ・イエメンのものが13点（8％）と

続き，残る1点がアナトリアである（al－Kafiyaji，　at－Mufehtasar．fi‘tlm　at一彦α冠た紛。

　ここで注意しなければならないのは，それらの文献の執筆年代との関わりである。13世紀

以降の文献99点では，73点（74％）がエジプト・シリアの文献，11点（ll％）がヒジャーズ・イエ

メン，8点（8％）がマグリブ・アンダルス，6点（6％）がイラク以東，1点がアナトリアであ

り，イラク以東の文献でその割合の著しい減少が見られる。それが，14世紀以降の文献70点に

なると，エジプト・シリアの文献が56点（80％），ヒジャーズ・イエメンがll点（16％），マグリ

ブ・アンダルスが2点（3％）となって（アナトリアを除く），サ四一ウィーが頻繁に訪れてい

たヒジャーズ（イエメン）の文献の割合が増す一方で，もはやイラク以東の文献は見られな
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いIS）。また，地名がアルファベット順に並べられ，各地方ごとにその地の地方史の書名ないし

は著者名が挙げられている11章「歴史書のリスト」中の地方史の項黛［IT：121－35］にも，さら

に付け癩えられる東方の文献は見当たらない。

　この結果から，まずわかることは，alJ‘ldn　bi－1－tawbikhを書くためにサハーウィーが参照し

た文献が主として，彼の活動した地域であるエジプト，シリア，ヒジャーズ（イエメン）の文献

だったことである。また，13世紀以降の東方の文献はほとんど見られないが，それは，その地

域からの情報が次第に入手しにくくなったためか，あるいは，サハーウィーのそれらの文献に

対する関心がさほど高くなかったためであると考えられよう16）。一方，西に目を転ずると，彼

が実際には訪れていないマグリブ・アンダルスの文献を参照しており，当時，西方とエジプ

ト・シリアなどとの間では，ある程度の交流が続いていたことを窺わせる。

　さらに，サハーウィーがアナトリアのウラマーについて「彼らの話（akhb2r－hum）が自分た

ちに伝えられることは少ない■IT：144］と述べていることをも考慮に入れるならば，要する

に，彼がlrwを得られた地域とは，アラビア語圏に限られていたと言うことができる。事実，

al－1‘励制式励磁κの中にペルシア語やトルコ語の文献は見られないのである17）。

おわりに

　以上の分析結果を踏まえ，マムルーク朝時代後期のヒストリオグラフィーに関連すること

として，次の2点を指摘しておきたい。

　第一に，サハーウィーがal－／‘ldn　bi－1－tawbileh中で参照している文献の書かれた時期や地域

は，そのどちらについても上述のように偏りが見られるが，こうしたことがどれだけ当時の状

況を反映しているかという問題である。

　ここで，特に地理的範囲に関して，サファディーal．§afadi（d．1363）のf官記集αZ－W翠δ｛一∫一

wafaydtを分析したvan　Ess氏の研究［van　Ess　l976；vafi　Ess　l977］が比較の材料を提供して

くれる。それによれば，サハーウィーより約1世紀尊前に，主にシリアで活動していたサファ

ディ一一の情報収集範囲における特徴として，マグリブ・アンダルスの文献に詳しいこと，13世

紀後半以後の東方への関心が低いことが挙げられるという［van　Ess　1976：246－47；va籔Ess

1977：105－06〕。こ：れは，さきの分析結果に一致するものである。したがって，マグリブ・ア

ンダルスとの問に一定の交流のあったこと，それに対してイラク以東の地域とはほとんど交

流がなかったか，それらの地域に対する関心が乏しかったこと18｝は，14世紀以降のマムルーク

朝治下の社会における一般的な状況であったと見なしてよいであろう。すなわち，サハー

ウィーの利用した文献の偏りは，このような状況下における当時の写本の流通事情を反映し

たものであると考えられる。

　第二に，マムルーク朝時代の歴史家に対するサハーウィーの通解に関してである。

　サハーーウィーがマムルーク朝時代のエジプト・シリアの文献を最も多く参照していたこと
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は上で見た通りであるが，その中でも師のイブン・ハジャル，ザハビー，マクリージーを高く

評価して，彼らの著作を多く利用している一一方で，岡じく多くの著作を参照しているal－SubkI

（d．　1370）に対しては批判的である。また，その著作はα1－1‘ldn　bi－Z－tawbileh　Plで直接参照され

ていないものの，アイニーには好意的であるが，イブン・タグリービルディーにはほとんど雷

及されることがないlf））。当然，こうした見解の差はサ帰一ウィーの個人的感情に由来してい

る面が強いであろう。しかしまた，歴史家の聞に何らかの党派ないしは派閥があったことを

想定し，それが影響を及ぼしているとも考えられるだろう2①。そうであれば，史料そのものを

対象としたテキスト・クリティークだけでなく，著者の経歴や人問関係を明らかにすること

も重要である21）。

　冒頭で述べたように，マムルーク朝時代のヒストリオグラフィーに関する問題に対して，研

究者はこれまであまり注意を払ってこなかった。本稿は，ヒストリオグラフィーの問題を直

接扱ったわけではなく，当時の，歴史叙述をめぐる社会の状況の一端を示したに過ぎない。今

後の課題は，ここで指摘した点を考慮に入れつつ，各々の史料，著者について分析していくこ

とであろう。

注

1）マムルーク朝時代のヒストリオグラフィーに関するLittle氏のその他の研究については，　N・istory

　α畷∫ffs’07fogrα擁51げ伽漁，，L励ε，　London，1986に再録されている諸論文参照。

2）Guo　l997で言及されている研究（ex．　U．　Haarmann，　Qttellenstudien　zur　fn’ihen　Maintitleenzeit，

　Freiburg，1969）のほか，　A．R．　Guest，“A　List　of　Writers，　Books，　and　other　Authorities　mentioned　by　El－

　Maqrizi　in　his　Khiζa㌻”，ノbit”tal（～f　the　Royal　Asiαtic　Society　（1902），pp．103－25；van　Ess　l976；van　Ess

　1977；太田敬子「lbn　ash－Shl恥aのアレッポ史についての研究」『オリエント鹸2（2）（1989），　pp．　90－102

　などを挙げることができる。これら以外にも，研究書や史料の校訂に付けられた序文，補遺で，関連す

　る史料について論じられている場合がある。

3）　1995年春から1997年春まで続けられた本書の講読会に筆看も参加していた。その参加者の方々（岩

　武昭男，近藤真美，谷口淳一，村田靖子，沼田敦の各氏〉には，本稿作成の上だけでなく，数々の御教示を

　いただいた。記して謝意を表する。

4）　イスラーム世界の史学史を扱った研究書の一部をなす［Rosenthal　1968：263－529］。本稿注12）お

　よび本文中で後述するように，al・1‘ldn　bi－1－tawbilehを利用する際には，この英訳を参照することが不可

　欠であり，また便利でもある。

5）　彼の自伝とされるIrshad　al・ghawi　［GAL：S．　II，　31］は，今回利用できなかった。

6）拙稿「14世紀末一16世紀初頭エジプトの大占ーディーとその有力家系」『史林s79（3）（1996），pp．

　17－19参層目

7）　前掲拙稿，pp．19－20参照。

8）　この点についてC．F、　Petry氏は，サハーウィーの家系がウラマーの名家であったとするが［C．F．

　petry，　The　Civilian　Etite　of　Cαiro伽the　Later　Middle　Ages，　Princeton，1981，　pp．8一・9；idem．，“Aレ
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　SAI〈HAwl”，　E角，誤りとすべきである。

9）現存する唯一のものとされる写本の稟請（Cairo，1897）［GAL：　II；39，　S．II，37］では，857／1453年まで

　しか記述がないが，サハーウィー自身の書きぶりからすると［DL：VIII，17；IT：121，王52］，さらに後

　の年代までを含んでいた可能性が狙い。

IO）　サハーウィーの著作の詳綱については，　DL：VIII，　15－19；K：Z：VI，174－76；GAL：II，34一・35，　S．II，

　31－33参照。

ll）今画利用したκαs厚礎多醜伽の刊本にはA‘la　n「印」と読むように母音符号がつけられているが［KZ

　；1，　156］，王糖m「明示」と読むべきであると考える。

12）本書の刊本には，本稿で利朋した1349／1930－3王年ダマスクスで刊行されたもののほかに，1963年バ

　グダードで刊行されたものと1986年ベイルートで刊行されたものとがある。ダマスクス版は不十分

　な二六とされているが［Rosenthal　l9681268－69］，バグダード版とベイルート版はともにRosenthal

　氏の英訳本をアラビア語に重訳したものであって，校訂本ではない。Rosenthal氏の英訳は，ダマスク

　ス版をもとにしているが，さらにライデンの写本とダマスクス版の校訂者の利用したカイmの1写本

　も参照されており，現段階では，ダマスクス版テキストと恥sentha1氏の英訳本をあわせて用いる必

　要がある。

13）　これらのファトワーのオリジナルが校訂されていて，容易に参照できる。Fu’ad　Sayyid，“Shur∬t

　al－Mu’arrikh　fi　Kitaba　al－Ta’rikh　wa－1－Tarfij　im”，　Revt｛e　de　1’lnstitut　des　Manztscr・its　Arabes，　II

　（1375／1956），　pp．162－77．

14）重複して挙げられている文献の例は，　‘lyad　b．　Masti　al－Y飽脚bI，　al・Sltifd　’［IT：91，121］，　al－

　Qas事allani，　al－Jshrdif　‘alti　mafidqib　al－ashra－f　［IT：106，108］。空欄の例は，IT：128，133．

15）　もっとも，この分析にあたって，ヒジャーズの文献として扱ったal－Lughawi　al・Flritzabadi，　al・Bul・

　g肱β面，襯α‘α殿5g触は，著考がシーーラーズなど東方でも活動しており［GAL；II，181f£］，イラク以

　東の文献に含めることができるかもしれない。

16）1482年メディナにおいて，サハーウィーがシーラーズ娼身の学音lbn　Ritzbihan（d．　1521）に会って

　いたことが知られており［磯貝健一「シャイバーニー・ハーンとウラマー一達」　「’Ut洋史研究湯52（3）

　（1993＞，p．　64，注45］，東方の事情について知る機会が彼になかったわけではない。要因としては，サ

　ハーウィー一一の関心の低さの方が重要であったかもしれない。

17）　ただし，アミール伝の中に挙げられているAlehbar　at－Taghlyat　T伽酢［王丁：98］が，ペルシア語の著

　作であった可能性を否定することはできない。

18）岩棚昭男「ラシード区ワクフ文書補遺写本作成指示書」『アジアの文化と社会s（法律文化社，王995年）

　は，イルハン朝治下とマムルーク朝治下の社会の交流が断絶していたとし，それに至る要因の一つを

　ラシードの著作活動に求めている（p．3el）。

19）サハーウィーがイブン・タグリービルディーに対して批判的であったことについては，W．　Popper，

　“Sakhawi’s　Criticism　of　lbn　Taghri　Birdl”，　in　Studi　orientatistici　in　onore　dal　Galorgio　Levi　detla　Vida，　ll，

　Rome，1956，　pp．371一・89参照。

20）Little氏は，エジプトで書かれた歴史書とシリアで書かれた歴史書との間で観点や記載される内容

　に差が見られること，それぞれの地域の歴史家に地方意識があったことを指摘している［Little！970＝
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　95，108］。またGuo氏は，ザハビーが現れるまでの時期（13世紀終わりから14世紀初め）に限定した上

　で，エジプトの歴史家とシリアの歴史家との聞に繊自や経歴における相違が見られるとする［Guo

　l997；29－33］。ただし，その一方でGuo氏は，特に文体上の特徴に関して，エジプトの歴史家たちに

　「学派“school”」と呼べるような共通点を見出すのは難しいとし，エジプトとシリアの歴史家の問に単

　純に「学派」の違いを設けるべきではないと注意を促している［Guo　l997＝37－41］。

21）　Guo氏も，今後マムルーーク朝時代のヒストリオグラフィー研究を進めるにあたって，ザハビーやマ

　タリージーなどの歴史家の生涯についての研究が必要であると指摘している［Guo　1997：27－33］。
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表サハーウィ月一の参照文献

種鋼 書　　　　名 著　　　者 没．年 活動地域

Q？ al－Z撲hrat　a1／uy雲n　wa－jaぼal－qul曲 al－Misri　　　噛 8c．10c？ エジプト？

S Ibn　Yan難s　al－Safad1　　　　　　　「 958 エジプト

R ？ Ibn　M慧乞arrif　al，Ki建銭嶽i　　　　，

1022・23？ エジプト？

Q ‘Uy臼n　ahna‘arif aLQud巨‘i　　　． 1062 エジプト＊

Q Taby1n　kadh呈b　al－muftar1 IbガAs欲ir 1176 ダマスクス＊

B，Q？ Ta‘r1kh　ma（装nat　Dimashq Ibn‘As盃kir 一 一

Q，S Mu‘lam　al・safar al．Sllafi 1180 エジプト＊

Q Fath　al－Q嬢dsi　　唖 ‘王m註da1・D茎n　a1一玉sfahan三　　　　　　　　． 1201 シリア＊

R Ka四月1負ma‘rifat　as孤a，　al－rljal aUa狐ma‘111 1203 シリア，カイロ

Q Akhbar　al－duwal　al・lslamiyya a韮一Azd三 1216 エジプト

R Kitab　al！raww含bin Ibn　Qudama 1223 ダマスクス＊

Q a1．加bab Ibn　al－Athir ！233 モスル，シリア＊

Q aLKa狙i蓋fI　a至一ta’rlkh Ibn　a1．Athir 一 ㎜

B，R
al一溜a’rikh　al一鍛uqtafa　（al－Muzaffarl）　　　　　　　　　　　　　　　「

Ibn　Abi　al一王）am 1244 ハマー

Q Mlr’盃t　al－zam且n釘tawarlkh　a王一a4y巨n 1257 ダマスクス

B，R Bughyat　a嚢一talab　　　　　　， Ibn　a1・‘Adi磁 1262 アレツボ＊

Q Qaw巨’id　a玉一kubr盃／a玉一sughr巨？　　　　　　　　　　　， 王bn‘Abd　al－Sa茎巨m 1262 シリア，カイロ

Q Tahdh1b　al・asma’wa4・｝ughat al．Rawawi 1277 ダマスクス

Q a｝讃awawi 一 　

R al－Nawaw1 　 …

8 Ta’rIkh　Misr　　　　　　， Ibn　M魏yassar 1278 エジプト

S al－Mu‘ja醗 《4ajd　a1－D短Ibn　al・‘Adi総 1278・79 アレツボ＊

Q Wafay滋al－a‘y盃n Ib簸1（halliq鋤 1282 シリア，カイロ

B ？ al，L嚢ri　al，Kat量b 1288－89 ダマスクス

S al－Mu‘∫am al－AbarqOh1 1302 カイロ

B，S al－Mu‘まam al・Dlmya貿　　　　　「 1306 エジプト

B Zubdat　a互一fikra紅ta’rikh　aLhijra Baybars　al－Mans亘ri　　　　　　　　． 1324－25 エジプト，シリア

8 Dhayl‘al巨Ta’rIkh　Ibn　Kha玉1重q巨簸？ 1325－26 エジプト，シリア？

B Dhayl　Mまr’巨セa圭一za濾n al－Y嚢n1n1 1326 バアルバック

B，S
Rih豆a？　．

al－丁癖bi ca．1330 シリア

H，S Ta’rikh　Misr　　　　　　曜 1335 シリア，エジプト

B alJazari 1338 ダマスクス

Q a玉一Mugta殖 al－Birzali 1339 シリア

R，S
Tahdhib　al－Kam灘　　、

al－Mizzi 1341 ダマスクス
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Q，S al－Udfuwi 1347 エジプト

B？ alJuma‘al曽恥uthanna Ibn　Makt臼m 1348 エジプト

Q 至rshad　al－qas玉d　ii盃asna　al・maqas玉d　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マ

al－Akfani 1348 カイロ

Q aレ1）urr　a1．nazim貸．1，‘ilm　wa，i，ta匹lim　　　　　　　，

a｝一Akfani
… 一

B，S al－Mu‘lam　al－kabir a1－Dhahabi 1348 ダマ尽クス，カイロ

Q aLAmsar　dhaw註t　a1・athar　　　，

al－Dhahabi 一 　

Q Ta’rikh　al－lslam a1－1）hahabi
『 一

R Tabaqat　al－qurra’
C

al・Dhahabi … 一

Q al・Dhahabi 一 ｝

Q Bayゑn　zaghal　al・‘圭韮m a卜王）hahab1
一 ｝

S Mizan　a韮一i両t三dal　fl　ta！’ajim　a1・rijaI a1一王）hahabi
一 ㎜

B Masalik　al－absar　　　　　　　， al．‘UmarI 1349 カイロ，シリア

R K玉tゑb玉s韮ah　lbn　al－Sal盃h　　　　「　　　　　　　　　噛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　， ‘Ala’a1－Din　aレMughult譲y　　　　　　　　　　　．

136王 カイロ

Q？ al－W議f1　bl－1－wafayat
al－Safadi　卜 1363 シリア

B a1－FayyOmI 1368－69 エジプト？

B，S al－Mu‘jam 丁田a1－Din　al－SubkI 1370 ダマスクス

Q Mu‘id　al－ni‘am 孚海al－Din　al－Subki
　 一

Q 荒海al－Din　al－S妖bkI
一 ｝

S 玉盃ja韮一Din　a1－Subki
一 一

Q，S a1－Mukhtar　a1－mudhayyal Ibn　Rafi‘ 1372 カイロ，シリア

Q aレBidaya　wa－1・nlh巨ya Ibn　Kath1r 1373 ダマスクス

Q a1－Jaw巨hlr　a1・mudiyya　　　　　　　　　． a玉一Q縫rashi 1373 カイロ

B al－Mu‘jam
Ibn　Hab冨b　　． 1377 シリア

S ？ Ibn　Muhibb　　　　， 1387 エルサレム，ダマスクス

S？
Dhayl　Tabaqat　a1馴anabila　　　　曾　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

Ibn　Rajab 1393 ダマスクス＊

R
K｛tab（Tabaq議のal－S｛｝fiyya　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

Ibn　al・Mulaqqin 1401 カイロ，シリア

B，Q？ Kltab　a1・‘lbar 王bn　Khald諏 1406 カイロ＊

B Nuzha之al－an巨m　ff　ta’rikh　a蓬一lslam？ 玉bn　Duqm盃q 1407 エジプト

S a1－Qalqashandi 1418 エジプト

B Dhayl　TaP敵h　a1一‘Ibar Wall　a1－Din　al一‘肱qi 1423 カイロ

R al－Sira　a1－nabawiyya？ al－Ibshiti　　　　■ 1432 カイロ

S Durr　al・皿untakhab
Ibn　Khat1b　a｝一N議siriyya　　　　「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　． 1440 アレツボ

B ？ Ibn　Rasl瓠 1441 エルサレム

Q Taysir　wa－taqrib？ 至bn‘Ammar 1441 エジプト

Q Kh重taも　　．　　　　　　　　■

al－Maqrizi 1442 カイロ

Q Durar　al・‘疑q｛主d　a韮一fari（垂a al－Maqrizi 一 一

S al－Sul嚢k　li－ma‘rifat　duwal　ahnul脅k al－Maqrizi … 一
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Q rla環bi－ta’r1kh　ahl　a王一lslam Ibn　Qadl　Shuhba　　　， 1448 ダマスクス

Q，S Lis離al－Mizan
Ibn　Halar　al一‘Asqalani　　・ 1449 カイロ

R，S Tahdhib　a1－Tahdh1b　al・Kam盃1
Ibn　Hajar　al一‘Asqalani　　，

… 一

Q，S al－Durar　al－kaRllna
Ibn　Hajar　al一‘AsqalaaI　　マ

… 一

R 1nba’al－ghumr
Ibn　Hajar　a韮一‘Asqal瓠1　　「

一 一

Q Raf‘aトisr　　　　■ Ibn　Hajar　al一‘Asqal含ni　　ぞ

～ …
S 恥n耳ajar　a韮ノAsqalani 　 一
S Sha！滋s　al－DIn　a1－Ba‘負ni 1睡67 ダマスクス

Q Tuhfa　al－zurafa’
@・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

Shams　al－DIn　al－Ba‘｛1ni
一 一

Q？ a蓋一N慧j｛証員玉　a1Pzahira 王bn　Taghri　B至rdi 1470 カイロ

Q al－La醗ha　a1－Ashrafiyya？　　　．

Baha’al－Di簸aLBa順ni 1505 ダマスクス

Q？ ？ aレAsma‘1　　，

830－31 ホラーサーン

Q？ Ta’r1kh？ Ab予震u‘aym　a－Mula’1 834 クーファ

R Ta’r1kh al－Bukhゑri 87G ブハラ＊

Q a玉一∫ami‘a圭psahih　　　　　9　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　9

aしBukhari ㎜ 一

Q a一一Jami‘a韮psahih　　　　　．　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　■ Muslim 875 ニーシャープール

衰 a至一Tabaqat　■ Muslim
｝ ｝

B Akhb盃r　ahl（urnaraP）a1－Basra　　　　　　　　　　　　　　，
‘U醗ar　b．　Shabbah 876・78 イラク．

B Akhb含r　ai－Mad貰na／A．撮装arざal・Mad語a？ LUmar　b．　Shabbah ｝ 一

B Akhbar　umarざMakka？ ‘Umar　b．　Shabbah
一 一

B al－Jar症r　a｝Fsah1h？　　　　　　，　　　　　　　，　　　　　　■

a1－Tirmidh1 883－92？ ホラーサーン＊

Q Kltab　aレSun鋤 Ab霞Daw亘d 888－89 イラク＊

Q a1－Ta’rlkh　al．kabfr？ Ibn　Ab1　Kむaythama 893 バグダード？

Q 孚a，rikh　al－rusul　wa－1－m振蟻k al－Tabar冨　． 923 バグダード

Q？ Kitab　a1－Awざi豆 Abu‘Ar嚢ba　al・Harran1　　　　　　　　， 93031 ハッラーン

H ‘1翌al　a豆一hadIth？　　　　梱 Ibn　AbI　H巨tim　a1・Ta面顛　　　　・ 939 トゥース

S Kltab∫arh　wa一｝一ta‘dll　　　　　【 Ibn　Ab1　H巨tim　aレTa1n1mi　　　　．

一 一

Q Akhbar　wu｝a£Khur巨s盃n a1－Sa11養mi ca．950 ホラーサーン？

Q M讐rI玉l　a1・dhahab aレMas‘癌d1 956・57 バグダード＊

Q Kitab　a豆一A弩ha籍i Ab霞ai・Faraj　al－lsbah註nI　　　　　　　　「 967 バグダード

R al－Kamil
玉bn‘Ad1（王bn　Qatt盃n）　　　　　　　　　，　　　， 976 ジュルジヤーン？

H，S Thiq巨t
Ibn　Hibban／王bn　Hayyan　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r

9’79 イスファハーン

S al．Du‘afざ　． Ibn　Hibban／王bn　Hayyan　　「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■

… 一

Q？ ‘Ila1 aのaraqu睡1　　　　　． 995 バグダード

B，S al－Istldrak巨t　wa－1－tatabbu5 al・Daraq漁1　　　　　曾

｝ 一

Q？ ？ Ib籍Faris 1005－06 ハマダーン，レイ

H Ta’r1kh薗sab顧r 1014 ニーシャープーール
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’

Q？ 至klIl
… ｝

R Mustadrak
一 一

1
｛ Ta，rikh　8ukhゑra GURjar 玉021－22？ ブハラ

R 孚ajarib　aLU紐a職wa／awaqlb　al－hlma組 M呈skawayh 1030 レイ，バグダード

Q a至・Tha‘labI 1035 ニーシヤープール

S 1）hikr　akhbar　Isbaha籍　　　　　　　　． AbO　Nu‘aym　a一一lsbah巨n三　　　　　　　　・ 1038 イスファーハン＊

Q al－Jami‘豆i－akh豆aq　a1－rawl　wa－1－s設！n呈‘
ai－Khatib　a豆一BaghdadI　　　■ 1071 イラク＊

Q Ta’rikh　Baghd巨d
al－Khatlb　al－Baghdadi　　　．

一 一

S Ki癒b　a1－Dhamm　al－kalam al．HarawI 1089 ヘラート

Q 王hya’
u

al－Ghaz菰 11U バグダード

Q aLGhazalI
一 『

Q Musnad？ al－Day圭a瀬 1115 ハマダーン

R Flrdaws aゆay互a甑 一 一

Q Takmila（Dhayl）Ta’r1kh　al－Tabari　　　　　　　　　　　　　　　噛 a1－Ham（ihan至al－Faradi　　　　　　　　　　■ 1127 ハマダーン？

H al，Siyaq蓋iTa’rikh　N1sab自r ‘Abd　al－Gh巨fir　al－Farlsi 1134－35
　　、　　　　　　　　　　　　　　　　o

jーンヤーフール

8，Q 孚a’rfkh　Balkh？ 1161？ バルブ

B，Q Shudh｛玉r　a1一‘uq亘d　fI　ta’rikh　a玉一‘uh琶d Ibn　aレJawzI 1200 バグダード

Q al．Mu就azam　　　， Ibn　alJawz1 ｝ …

R 酸awd創at　　・ Ibn　a1JawzI ～ ㎜

Q？ al－Mughrib
a1－Mutarriz冨　　　■ 1213 ホラズム，バグダード

B，R al・Tadwin ai・Raf貰 1226 カズウィーン

B 1）hayl孚a’rikh　Baghdad 至bn　al－DubaythI 1239 イラク

B，S 1）hayl　Ta’r1kh　Baghdad 1bn　al－Najjar 1245 バグダード

Q ？ Ib籍al－Sa‘i 1276 バグダード

Q Akhbar　al－wuzarざ Ib獄a1．Sa’i
一 　

S Thiqat al一‘至lli 874－75 トリポリ（リビア）

H Kitab　al．Sila　　　　， Maslalna　b．　Qasim 964 アンダルス＊

R Jami‘bay議n　al一‘ilm Ibn‘Abd　al．Barr 1071 アンダルス

S al－Shifざbi－ta‘rif　huq嚢q　a1－Musta伍　　　　　　　　　　　　　　　．　　←　　　　　　　　　， 1149 アンダルス，マグリブ

Q al．Madゑrik ｝ 　

Q ？ 王bn　Bash装uw盃1 1183 アンダルス

Q Rawd　al－unuf　　噛 al－Suhavli　　　u 1185 アンダルス

Q，R
MaUa‘a1，anwar　，

Ibn　Khamis ca．1240 アンダルス？

Q？
Tuhfat　al－qad1m　，

Ibn‘Abbar 1260 アンダルス，マグリブ

B Ibn　Sa‘ld 1274．86 アンダルス＊

Q？ A‘mal　a14htimal？　　　　　，

al・Mayuraqi 1279－80． アンダルス？

Q？ Ma‘alim　a互一玉man a1－Qayraw巨ni 1297 カイラワーン
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S Tak麟la　li一装it註bay　a圭・Niaws滋wa・1・S玉la　　　　　　　　　　　夢　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

a1－MarrakushI 1303 マラケシュ

B Ta’rτkh　Gharn盃ta？　　　　　　　「 al－Ghamat1　　　　噛 1355－57？ グラナダ．

B，S 1bn　aレKha£1b　　　　　， 1374 グラナダ

Q Kitab　a1・至〉重ubta（量a’ Wahb　b．　M組abblh 728－33？ イエメン

B，S al－Dゴafa’

@．
al一‘Uqaylぼ 934 ヒジヤーズ

Q al－S穫豆｛茎k蕪tabaq盈t　a蓋ノu韮ama’

@　　　　P
alJanad1 1332 イエメン

B Zt匡b〔lat　al・a‘紅ミ毬　wa・監hほ韮翻t　ai－k｝1u髭聡at　aトaf‘謝　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

al一王sfar巨ylni 1360－61 ヒジヤーズ

Q Miゼat　alja舶n al．Yafi‘1 1367 イエメン，ヒジヤーズ＊

Q Badr　a1匿Din　Ibn　FarhIin　　　　　　　　　・ 1372－76？ ヒジヤーズ

Q Tabaq巨t　al－M盃likiyya
Burh蝕　alr王）ia　王b日　Farh霞簸　　　　　　　　　剛 1397 メディナ

Q a韮一‘Iqd　a1－fakhir　a翌一準asan？ a1－Khazraji 1409 イエメン

B al－Bulgha　f1　a’immat　a14雛gha a1－Lug｝1awI　a至一Flrazabadi 1415 ヒジヤーズ＊

S Shifざa1・gharam／‘王qd　a1－thami無？ 孚aql　a1－Din　a1－Fきsi 1429 メッカ＊

Q Tuhfat　al－zam加　「

al－Ahdal 1451 イエメン，メッカ

Q 1）urr　aLkamin　b三・dhayl　a1・‘lqd　a1一癒am頚 聾ajm　a1－Di簸Ib舞Fahd 1480 メッカ＊

Q Naまm　al－Di嚢Ib嚢Fahd 一 一

Q aLMukhtasar　fi‘ilm　al－ta’rIkh　　　　．

aLK巨flya罫 1474 アナトリア

S alMu‘jam a1－Ghar三qi 14c？ ？

S？ Akhbar　T巨ghiyat　T1皿ar　　　　，

Ibn‘Arabshah？？ ？ ？

［凡例］種劉の記号については，本文賑参照。

@　　（）内の語句は別名を表し，／はいずれとも決定し難い場合を示す。

@　　活動地域の忌中＊の付されている地名は，それによって著者の活動地域を代表させている。

（京都大学大学院文学礒究科）


